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城村浮島新田休耕麦畑。5月21日に正善寺ダ

ム奥で探鳥会がありその後浮島へ皆でセ ッカ

を見に行きました。その後ササゴイの撮影ポ

イントを教えてもらったので以降毎日写真撮

りに通っていました。6月4日は天気が悪か

ったため休耕麦畑でセッカやホオアカを見て

いたところ9時15分頃に車の後から低空で白

い鳥がとび出した。下面が真白で風切が黒

い。車内にいたのと突然の出現で頭をよく見

ていなし、。胴体がカモメのように上下動がな

く平らに飛ぶのでチョウヒの仲間でオスだと

思ったが頭と背を見せなし、。この鳥は直進す

るばかりでまたたく聞に lkm以上も離れて

しまう。そこで2回チュウヒがよくやる急反

転をやり、近くにいた小鳥達が一斉に逃げだ

すのが双眼鏡で見えた。もっとよく見てやろ

うとスコープを用意している聞に見失う。チ

ュウヒやハイイロチュウヒは冬鳥で6月に出

るわけがなく、残るはマダラチュウヒ。えら

いものが出たという感じでした。近くを探し

たが見つからず。11時頃浮島へ戻ったとこ

ろ鳥仲間の大原淳一君が来てくれたので識別

ポイントを見ることはできなかったが大物が

出たよと告げる。11時40分頃400m先の麦

畑に出現、旋回して背中のイカリ形がよく．見

えた。うまい具合に棒杭にとまったので、彼

は車で私は歩いて近寄り写真を撮ることがで

きました。鳥は翌朝7時頃までいたようで

す。
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新潟大 学構内の鳥相

新潟市梅森慎吾

はじめに

海岸林であるクロマツ林と畑に囲まれた新

潟大学は、日本海のすぐそばに位置してい

る。構内は様々な樹木が植栽しであり、畑や

草原等の色々な環境がある。磯（1984）によ

ると構内に 150種もの鳥類が出現している。

ただし、どのような鳥類が出現したか資料が

残っておらず、しかも 11年前と今とでは種

数が変化しているかもしれない。そこで、鳥

類調査の基礎資料として新潟大学野生動物学

教室の学生で鳥類調査を行った。

方法

週に一回、ラインセンサス法（以後、セン

サス）を4/27～8/15の間で計16回行った

（ただし5/16と7/11の2回のデータが集ま

っていないため 14回分のデータを公表する

にとどめる）。構内を一定のコースに従って

ゆっくりと歩きながら出現した鳥類について

種類や個体数などを記録していった。

結果

出現した鳥類はセンサス中に51種類、セ

ンサス以外で記録されたものも合わせると

75種類になった。月別の鳥類リストを表lに

大学徳内で営巣したトビのヒナ

記しておく 。

渡りの時期から繁殖期を通じて出現したの

は表lからもわかるようにカッコウ、コゲラ、

ハクセキレイなど20種類であった。そのう

ち巣を見つけ、繁殖が確認されたのはトビ、

キジ、キジノてト、モズ、シジュウカラ、スズ

メ、ムクドリの7種である。チゴモズは巣立

大学術内で保護されたフクロウ

ち雛に給餌しているのを確認したが巣は発見

できなかった。

図 lに出現鳥類の個体数合計の変化を図2

には鳥類の種数の変化を図3には最も出現頻

度が高かったムクドリの個体数変化を記し

た。図lにおいて4/27の個体数が大変多い

のはヒヨドリの渡り（個体数511＋）のため

である。他にはあまり個体数の変動に傾向は

見られない。図1・2を比較して種数がピーク

の時に個体数が増加してはいなかった。図3

のように個体数の増減が激しいのは幼鳥が移

動しているためである。このように個体数が

不安定なのは他の種にも多く見られた。

まとめ

今回の調査では出現した鳥類の種類が東京

や神奈川周辺とあまりにも違っていて驚い
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表 1.1995年月別鳥類リスト

1995年 4 5 6 7 8 4 5 6 7 8 
種名 月 用 月 月 月 種名 月 月 月 月 月

l, J' 4すキ． h回同・・・ 39, Jt＇タキ ーーーー－主・・・・・
2,?'Hキ． 同・・・圃・ 40，トヲ，，.ミ 同・・・圃・ド・・・・
3, rt，キ． 炉圃園圃・ー 同・・・・・・ 41，クロ7ク・ミ
4，トピ 42, lbllラ 炉圃圃圃・・

5. Tlヤ7＇サ ー・・， 43,7タ．ミ 回・・・・圃
6，チョウゲンホ．ウ 同圃圃圃圃・ 44，十7＇’j ．，．．．．．． 

7，キγ 45，ウグイス
8，ヤマシキ． 個・・・・・・・ 46 ，メホ・ ＇／ li.~~4 一9，オオシ．シキ・ 除・・・・ 47，エソ．ムシクイ
10,JYシ··~ 48,t／タ・イムシクイ 恒国圃圃圃圃

11，キシ＇fl＇ト 49，キクイ！”．キ ャ・・・・・
12,b，コウ ーー－－ 50.キt・タキ ．．．． ．． ．，．． 

13, 11ト.9 ー・・・ 51，オオルリ ー・・・・， ．． 圃・・・・圃

14，ホトトキ・x ーーー－』・・ーー 52,Jすメヒ.？キ 炉ーーー・圃
15，オオコIfl'J.＇ク ー・・・ー 53，エナb' ー－－－－－・・圃
16,rtfl・.x.’ .... ' 54, ti＇予 ．，．．．．．．．， ドーー・・・圃
17,7クロウ ．．．．．， ．．．． 55,tマb＇ラ ーー－－－
18，ヨ夕方 ド・・・・ 56，シシ.~ウカラ

19,7マ1!1＇メ －・・・ 57，メシ・ E
20，ヤ'1b.シラ ，．．．．． 58，ホオシ．目
21.7リ:H ーー・・ 59.指Vラ，－ー ．．．．．．． 

22. rtゲラ ー－－－ 60, J~ ＇ J 凶・・・・・
23,7量ゲラ 61. rtシ．
24, J7＇ラ 62，カワラヒワ
25. tfl' ~ 63，マヒワ ．．．．．． -26,1!1' I 64，ウソ ーーーー－
27，イ？1TI・メ ．．．．． 65，イ；M －・・ーー-28,TI~セキレイ 66，シメ ー－－－－
29.ピn'4 ，．．，．． 67. :u.・メ
30.f／ショウクイ ＂＂＂・圃・ー 68,Jムタト.9 
31,tヨト．リ 69,Ji.＇ト．リ
32.チョ・壬::J.' 70,H::J. 一33，そ::J.' 71，オナi' ・・・・ー・・
34.7bモス・ 同・・・圃 72,TIシホ・ソヵ・ラス
35，コマト.9 －・・・・ 73,TIシ7＇トヵ・ヲス
36,J~9 一37 . ~ リヒ．タキ －ーーー
38，γョウピタキ

＊ーーー－ t／判中に観察された鳥類。 ...・H ・.t／似以外で観察された烏類。
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ヒガ

た。まず、繁殖期に関東地方でよく出現する

ウグイス、メ ジロ、ヤマガラ、エナガカ〈いな

くなり、クロツグミ 、チゴモズやコムクドリ

がいる。しかも海岸林ではあまり見られない

山の方の鳥である。冬期にはビンズイ、

ラ、キクイタダキが多く見られ、 4・5月の渡

りの シーズンには冬鳥である シメ、マヒワな

どと夏鳥であるコマドリ、メボソムシクイ、

オオ jレリなどが同時に閉じ場所でぐぜってい

るなどとは今まで経験したことがなかった。
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さらに繁殖の時期が遅いように思われる。モ

ズが特に顕著で4月の中旬に入ってもまだ抱

卵していた。シジュウカラも巣立ちがl・2週

間ずれていた。

大学付近は渡り鳥の通過場所のようなの

で、今後もセ ンサスを行い年間を通じての

データを報告していきたいと思います。

U幻 5/65/10 5/23 5/ll 6113 6121 61'!1 11• 1118 11笥 8/18/8 8/16 
国l，個体置の変化

野鳥の会新潟県支部報

野鳥の調査

野鳥の数の調べ方

参考文献

磯孝行： 1984、

松田道生： 1985、

由井正敏： 1977、
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図2，種量の変化
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大学術内で保護されたオオコノハズク

- 4ー
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図3，ムクドリの個体置変化
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! 秋葉山 木もれ陽の遊歩道を歩く －8月豪雨崩壊を知らずに一 ！ 

最近公園化した秋葉山にはめったに行くこ

とがなくなった。8月4日思い立ってザック

に水筒 ・双眼鏡など入れ家を出たのは 1時頃

だった。公園緑地室発行の遊歩道パンフをポ

ケットに入れた。新遊歩道は3年をかけ約6

億円の投資をして、今年6月4日にオープン

したことは後日新聞切抜きで知った。lつの

／レート、 ノ守ノラマ展望台から小口若宮廟を経

て熊沢公園登り口に至る道は5月28日に歩い

ている。案内表示が未設だったこと、起伏が

多く歩き甲斐のあることは覚えている。公園

入口から車道を登りボタン園のある市の無料

休憩所についた。道路に 「土砂崩壊通行

止」と柵があった。秋葉湖周辺道路から山手

に切通しがある。左山側の擁壁が基礎から見

事にくだけで倒れ道を塞いでいた。長さ

40rn程ブロ ックの山を踏んで抜けた。随分

雨の多い年もあったのに、とうとう崩れてし

まったのかと思う。秋葉湖は泥水を満々と貯

えていた。湖水右側の道を熊沢公園に向かっ

た。長雨のあとか人の踏みつけた草跡はな

く、杉木立の回りは昏し、。やがてコソレフ場を

右にして階段を降り又上ると展望台に至る。

下を見ると新設の焼却場に通じる道路が工事

中で、 2年前とは大きく姿を変えて広場とな

っていた。急な階段を下りてみたがどこにも

案内板は出ていなL、。作業中のトラ ックが2

台いたが、凡その見当をつけ道を探すと斜面

の下に道があった。T字路に 「幹線jレート、

左石油の里」と表示がありホ ッとした。2時

50分、家を出てから2時間近い。谷間のスス

キ原の道を急ぐと、これより遊歩道という表

示をみつけた。杉林の暗い道に入る。いくつ

かのポンピング中の石油櫓が立っていた。道

の中央は流水でえぐられ輸送管が埋めてある

のが見えた。往時産油当時の繁栄した頃が偲

ばれた。道は上り坂となった。遊歩道新設の

新 津 市 渡 辺 範 雄

功罪は何かと思い乍ら進んだ。やがて石油の

里へ4.2krn、普談寺へl.7krn25分という案内

板を見た。道は狭く昏いし、少々疲れて来た

ので朝日の寺へ至る道を選ぶことにした。道

は下るだけだった。大きな砂利道に出左右は

葦原、水面が見え出した。ところが砂防ダム

の取付点右側の山腹が崩れ道を塞いでいた。

戻るには遠すぎると崩壊場所に入ると倒木あ

り、粘土質の泥土で水溜まりも見えた。木に

捕まり乍ら足を運ぶと滑って泥に埋まる。

lOrn位とみて無理にここを越え砂利道に出

た。「通行止」と小さく柵が出ていた。遊歩

道を歩く者には公園敷地に何の表示もしては

くれない。泥まみれの足許を見つめて苦笑す

る他なかった。
嘗握寺山

大森硝子工場の前をすぎると民家が見え

た。玄関口に水道栓のある家で水道をお借り

してズボン、靴の泥を落としお礼を言って普

談寺へ急いだ。お寺に詣で、たが水飲場がなか

った。古津駅に着いたのは4時20分だった。

豪雨の後で天気がよいからと遊歩道を歩くタ

イミングがよくなかったのか、土砂崩壊の場

所にぶつかってみて公園管理、道路保守のあ

り方をつくづく考えさせられた半日だった。

遊歩道が多く設けられることで、人の俳佃が

増えて山の鳥も驚いて暫くは安住の場所を失

うのではなし、かと語る人の話しもある。歩い

て見ていろいろ物思いにふけった遊歩道であ

っTこ。

FD
 



はじめに

海岸から沖合いの鳥を観察したり、厳冬期

の浜田りで漂着死鳥を集めたりしながら日本

海沿岸の海鳥類について見聞を広めてきた

が、いつの日か船上から長時間海鳥を眺めて

みたいものと乗船の機会をうかがっていた。

幸い 1984年の夏、宮越一俊氏から耳寄りの

お話があったので、お誘いを受けて新潟 ・小

樽航路沿いの海上を探索する事ができた。古

い話で恐縮するが、フィーノレドノートを整理

し、観察結果の概要をここに記しておく 。往

路の調査に同行頂いた宮越一俊氏に厚く御礼

申し上げる。

結果の概要

新潟 ・小樽航路（新日本海フェリー）就航

のはまなす（9800t）およびしらゆり

(9093t）を利用して往路（7月21日13:30新

潟発、 22日10：小樽着）と復路（7月24日

13: 30発、 25日10:30着）に2海域、すな

わち本州中部および北海道南部の日本海沿岸

をそれぞれ2回探索することができた（図l、

表1)。この調査で観察した鳥類は表lに示し

た15種（陸鳥2種を含む）で、個体数が多く

出現頻度の高いものはオオミズナギドリ、ア

カエリヒレアシシギおよびウミネコの3種で

あった。これらは両海域に共通して認められ

fニカ人ウミウ、トウゾクカモメ、オオセグロ

カモメ、ウトウなどは道南海域に限って出現

した。一方、コアジサシは本州中部海域だけ

で観察され、それぞれ繁殖期の分布の特徴を

よく反映していた。海鳥類の出現種数ならび

に1時間当たりの個体数は本州中部海域より

道南海域の方が多く、海鳥相は北の海の方が

。

日本海

新潟～本荘沖 C

図 1.調査海域を示す略図

やや豊かであるとの印象を受けた。オオミズ

ナギドリの個体数を2つの海域で午前と午後

に分けて比べた結果、両海域共午後に個体数

が多くなる傾向がみられ、道南のE海域（神

威岬一積丹岬沖）では午前と午後の出現数に

かなり大きな差異が認められた（図2）。ウミ

ネコについても同様な比較を試みたが、オオ

ミズナギドリのような傾向は認められず、個

体数や出現回数はむしろ島唄や港の存在と関

係がありそうで＼これらに近い海域で多くな

ることがわかった。観察されたアカエリヒレ

アシシギは南下群と思われ、平穏で波のない

n
b
 



表 1.新潟・小樽航路（日本海、沿岸）で観察された鳥類の個体数と出現頻度

調査月日 1984 July 21 
調査時刻 (13: 30-19: 00) 
調査時間 5.5hr 
天候 快晴

鳥種名 調査海域 新潟～本荘沖
オオミズナギドリ 176/ 46 (31. 3) 
ウミツバメ類（種不明）
ウミウ
カモ類（種不明）
キアシシギ
アカエリヒレアシシギ 55/6 (10. 0) 
オオトウゾクカモメ？
トウゾクカモメ
オオセグロカモメ
ウミネコ 32/26 (5. 8) 
コアジサシ 21/7 (3. 8) 
ウトウ
ウミスズメ類（種不明）
キジバト
アマツバメ

出現種数 4種
個体数／出現回数 285/85(50.9) 

注：（ ）内の数字は個体数／時

No/hr 

100トォオミズナギドリ

50 

No/hr 
100 ~ ウミネコ

50 

A B C D E F 
調査海域

図2.調査海域と海鳥2種の出現数比較

July 25 July 22 July 24 
(4:15-10:15) (4:10-10.24) (13:30-19:00) 

6. Ohr 5. 2hr 5. 5hr 
快晴 曇り 曇り時々小雨

左に同じ 盤穂師～小樽沖左に同じ
72/ 45 (12. 0) 16/7 (3. 1) 249/56 (45.3) 

1/1 (0.2) 
50/16 (9.6) 11/4 (2. 0) 
1/1 (O. 2) 

1/1 (0. 2) 
38/3 (6. 3) 33/7 (6. 3) 10/4 (1. 8) 

(0. 2) 
1/1 (0.2) 2/1 (0. 4) 
4/4 (O. 8) 12/7 (2. 2) 

79/22 (13. 2) 55/43(10.6) 181/117(32. 9) 
16/2 (2. 7) 

61/8 (11. 1) 
(0. 8) 
(0. 2) 

2/2 (0. 4) 
5種 11種 8種

206/73(34.3) 167/86(32. 1) 528/199(96.0) 

ゴミの集まっている海面では出現頻度が増加

した。しかし、接近して観察できなかったの

で、羽衣の状態など詳細を知ることはできな

かった。

図3.海上を飛掬するオオセグロカモメ
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1 9 9 4年秋期新潟県内のワシタカ類の渡り

柏崎市末崎 朗

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

1 .はじめに

l年遅れとなりましたが、昨年のワシタカ

類の渡りについて多くの方々からデータを頂

いたので、その結果考えられることを報告し

たいと思います。頂いたデータは、 15地点か

ら延べ103例に達しました。

2.結 果

表－ 1に各観察地点における個体数を示し

ました。 観察例数が＇ 93年の72~1］から 103例と

増えたためか、総個体数も3,643羽から4,118 

羽と増えました。渡りの時期の傾向として

は、前年と同様でサシノヘ ハチクマが9月中

旬から9月下旬、 ハイタ カ、 ツミなどの小型

タカ類は9月下旬から 10月中旬、ノスリは10

月中旬から 11月上旬が渡り のピークでした。

渡りの時間は昨年同様午前中に多くみられま

した。これは午後の観察があまりないためで

すが、実際観察者に聞くと、午後になると渡

りが見られなくなって観察をやめているのが

実状のようです。従ってワシタカ類の渡り

は、午前中の方が多く見られると考えてもよ

さそうです。
義一 l 観寮‘所と個体徴

－－－－～＼ ’Y A・
n，，マ 川抽・7ミ I l リ その他 計

中条町悔赦lJ(6) 68 I 8 4 292 207 4 5 796 

栃尾市桑鑓蹄(I) 3 I I 7 。 。 49 

捌司市南蛮山(I) 5 4 4 I 。 。 8 I 0 3 

山古志村金書山(I) 6 2 。 I 0 

，，，乎谷市叫庫山(15) 595 433 I 2 6 22 58 I 2 3 4 

川西町白書輔自） 70 27 。 。 。 97 

長調市Iii直川西(I) 。 。 。 7 I 。 7 I 

小出町萌地lJ(38) a. 53 I 2 7 自7 35 396 

場町角田山(I) 6 20 。 。 27 

三島町，l暗ノ繍也｝ 22 自 。 32 

期限肘大場(I) I 5 。 。 。 。 I 5 

維持市，l哨崎也｝ I 2 5 。 。 4 2 I 

吉川町桜塚陣(I) 3 6 2 。 I 2 

大前稲田池(I) 。 80 。 。 。 80 

牧村牧帥(27) 436 480 87 4 5 I 2 7 I I 7 5 

計 I 4 0 2 I 3 5 I 6 4 I 4 4 4 2 80 4 I I 8 

3.考 察

1994年のデータの中には比較的近い所で閉

じ日、同じ時刻の観察によるものがあるため

検討してみたいと思います。

まず長岡市南蛮山と小千谷市山本山は直線

距離にして約15kmしか離れておらず、昨年の

観察でもかなりの数の渡りが見られたのでこ

の2地点の結び、っきはかなり強いと予測され

ました。しかし9月18日のデータはある意味

で私の予測を裏切りました。私は山本山に飛

んでくるタカ類は、ほとんど南蛮山方面から

くるのだろうと考えていたのですが、その日

の2地点の観察個体数にはかなり聞きがあり

ました（表－ 2参照）。実際山本山で観察し

ていると東側から飛んできていると思われる

個体もかなりいました。この日のデータから

だけでは言い切れませんが、山本山は南蛮山

方面からだけではなく、より東側の広神村や

守門村方面からもタカ類が渡ってくることが

予想されます。山本山はいくつかの渡りの

ルートの合流点なのかも知れません。

次に9月23日には山本山と、そこから南西

に約 14km離れた川西町白倉峠での観察があ

りました（表－ 3）。山本山で観察していると

ほとんどのタカが川西町方面へ飛んでいくよ

うに見えたので、この日のようにあまりに差

がある結果は意外でした。さらに白倉峠で観

察していた黒島さんによるとサシパやハチク

マは私が予測していた津南方面だけでなくよ

り西側の刈羽黒姫山方面に飛んでいく個体も

多かったそうです。山本山を通過したタカた

ちはコースを変えて予想とは違った方向に曲

がるか、広く分散してしまうのか疑問が残る

観察結果となりました。

この他に今年は大潟町朝日池でハチクマ80

no 
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表一2’94.9.18南蛮山と山本山の観察例小千谷市山本山周辺の位置図図－ I 

山本山

表－ 3’94.9.23山本山と白倉峠の観察例

4.おわりに

今回も快くデータを提供してくださった次

のみなさまに深く感謝して今回の報告を終え

たいと思います。

石井哲夫、大原淳一、桑原哲哉、黒島善助、

立野正信、長岡野鳥の会、中川直剛、

中山正則、長谷川誠、古川弘、柳瀬昭彦、

渡辺央（敬称略）
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オオタカ

J、ィタカ

ツミ

チゴハヤブサ

サシパ

ハチクマ

大型sP-

J、イタカ

ミサゴ

イヌワシ

羽の渡りが観察されたり、小出町駒見山で柳

瀬さんの38回に及ぶ観察によ り駒見山も山

本山ほど多くはないもののワシタカの渡りの

jレートとして考えられることが明らかになり

ました。これらのことからどんなことが言え

るでしょうか。私が昨年の支部報で予想した

のは、県内のワシタカの渡りのルートが主に

2本あり、少数の渡りが見られた地点は何ら

かの理由で偶発的に渡りが観察されたにすぎ

ないと言う ことでした。しかし1994年のこの

結果を考え合わせてみるとその予想も修正し

なければならないようです。ワシタ カ類の渡

りは例えてみれば川の流れのようなもので、

いくつかの支流が集まって徐々に流れが太く

なっていくものなのかもしれません。しかも

その流れは、直線的ではなく、曲がったりあ

るいは分散したりと檀雑なようです。昨年よ

り多くのデータを頂いてかえって謎が深まっ

てしまったようですが、 1995年もワ シタカ類

の渡りのデータを募集したいと思います。さ

らなる観察によって一つでも謎が解き明かさ

れればと思います。
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: 春の総会・探鳥会に参加して ； 
三条市太田弘美 : 

6月17・18日、妙高少年自然の家で、平成 紫木洋先生でした。先生の動物と関わってき

7年度春の総会・探鳥会が行われました。昨 た話をスライドをまじえてお聞きしました。

年入会したばかりの私にとって、野鳥の会の 私は写真のことがよくわからないのですが、

活動を知る有意義なものでした。 先生の写真はとても近くで撮っているのだそ

私が野鳥の会に入るきっかけとなったのは うです。懇親会で、なぜそんなに動物に近寄

仕事の研修で絵本作家村上康成さんと出会い れるのか尋ねたところ、自分から探しに行く

スライドで“ょうこそ森へ”（福武書店）を話 のでなく、場所を選んだら 2hでも 3hでも動

して下さったことでした。身近にありながら 物がやってくるのを座って待つのだそうで

のぞいてみようとしなかった森。その美しさ す。そして慣れてから撮るので、そんなに何

とすがすがしさ、その中から聞こえてくる ジ 百倍ものレンズでなくても大きく撮れるのだ

ェー ッ、グエ ッというカケスの声。その時か そうです。私達はどんどん便利なもので簡単

ら、森、自然、鳥への興味が深まり、野鳥の に物事をこなすことに慣れてしまい。じっく

会に入会したのです。 りと向き合うことを忘れかけているのかもし

今回、鳥について知りたいと思い気軽に参 れません。それに、ものがありふれている時

加させてもらった総会ですが、たくさんの人 代だけに、物、人、生き物を大切にする心が

達が野鳥に親しみ守っていこうと、事業を計 足りないようにも思いました。先生のように

画したり、調査や保護をしたり、会員に情報 めいっぱい自然、や生き物に愛情を注ぎ、のん

を提供したりと、一生懸命やっており頭が下 びりと日々過ごしていきたいものです。

がる思いでした。 翌朝4:00に出発し、探鳥地の笹ケ峰へと

夜の研修講演は、日報のひげ先生こと、野 向かいました。山道をどんどん進むにつれ、

- 10ー



眠気が吹っ飛ぶような美しい景色が広がって

きました。遠くで朝日がのぼり、やわらかい

緑が溢れ、花も咲いています。木々の間から

聞こえる野鳥のさえずり。心がうきうきして

きました。探鳥会は3グループに分かれて行

動しました。鳴き方、飛び方で鳥の名前がわ

かるベテランの方に驚き、必死に耳を傾けま

した。フィールドスコープを覗かせてもらい

初めてじっくりと見たビンズイやオオノレリな

ど。小さな体で大きな口を開け、精一杯さえ

ずっている姿はとても愛らしく、いくら見て

も飽きませんでした。これからもかわいい鳥

たちの姿を見続けるために、自然を大切にし

あたたかい愛情の心を持ち続けていきたいと

思います。

今回の総会、探鳥会を企画し進めて下さっ

た役員の皆様、大変ありがとうございまし

fこ。

今回の探鳥会で観察された鳥

アオサギ

カノレガモ

ノスリ

キジバ ト

ジュウイチ

カッコウ

ツツド リ

ホトトギス

アオゲラ

アカゲラ

コゲラ

キセキレイ

ビンズイ

ヒヨドリ

モズ

コノレリ

クロッグミ

アカハラ

センダイム シクイ

キクイタダキ

キビタキ

オオjレリ

サメビタキ

コサメビタキ

コ力会ラ

ヒガPラ

ヤマガラ

シジュウカラ

メジロ

ホオ ジロ

ノジコ

クロジ

アオ ジ

カワラヒワ

ウ ソ

ニュウナイスズメ

カケス

ハシブトガラス

合計39種
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上越市山本 明

野紫木さんは今年の総会時の研修会に講演

をしていただいたし、新潟日報には 「動物記」

を連載されていて、ご存じの方も多いと思わ

れる。標記の著書は数年前に原稿を出された

が、この8月漸く刊行された。

オコ ジョーこの 「手におえない不思議な動

物」（著者のあとがき）に魅せられて、野紫木

さんは志賀高原の原生林に分け入って7年間

観察し調査し続けた。調査区域400haに71

カ所の調査ポイン卜を取って、足しげく通っ

て調べられた。この本はその克明な観察記録

をもとに書かれたもの。 しかし学術的な国苦

しさはなく、素人にも分かるように平易に述

べられ、オコジョに関する知見も十分盛られ

ている。

晴乳動物の観察には鳥類以上に探す時間や

待つ時間が多く、その努力と忍耐は並大抵で

はあるまい。 しかし野紫木さんはオコ ジョば

かりでなく、リス・テン・イタチ・タヌキな

ど他の晴乳動物にも目を向けて個体識別した

り、小鳥類とも友だちになったりして、大自

然の中に身を投じ時には楽しく観察されてい

ることが窺える。また子供達との観察会の様

子、その中で動物好きで観察眼のよい少年の

ことも述べられている。

巻頭にはオコ ジョの生態をとらえた美しい

カラー写真が 16頁28枚載せられているが、

できれば説明をつけて欲しかった。

ともあれ、野鳥の観察にも参考になる 1冊

である。
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事務局よ切お知らせ l

1 .平成8年 オリジナルカレンダー

毎年好評をいただいているオリジナルカレ

ンダーが販売になりました。県支部でも毎年

75部程まとめて注文して、研究会、探鳥会の

折に会員の皆さんに販売しています。野鳥紙

でもご存知の通り、一般 1,100円、会員990

円ですが、相包送料が800円程かかります。

翌月の研修会、朝日池探鳥会、 12・1月鳥屋野

潟の探鳥会の時にお渡しできると思います。

希望者が多くなり、足りなくなる事もありま

す。希望者は事務局へ予約の連絡をお願いし

ます。

2 県支部20周年記念誌について

県内探鳥案内については、すでにお知らせ

した通り、約60ケ所をリスとア ップしまし

た。県産目録と共に担当者から執筆依頼があ

るかと思います。会員で記念、誌をつくる為に

是非、ご協力をお願いします。

3.総会・夜の懇親会のオークション

18,630円になる。

妙高国立少年の家で行なわれた第 18回総

会野紫木洋氏の講演には大勢の方が集まりま

したが、夜の懇親会も、野紫木先生を囲んで

楽しいひとときを過しました。その中で野紫

木先生のサイン入りの動物画のオークション

が行なわれました。皆さんの御協力で18,630 

円の収益が上がりました。ありがたく記念誌

の資金に使わせていただきます。

4. 野鳥の会、協定旅館lこ駒の湯山荘

県内の協定旅館として3軒目として、北魚

湯の谷村の「駒の湯山荘」が認定されました。

越後三山の駒ヶ岳の麓にある山荘です。ちな

みにI軒目、妙高オガサキロッジ（0255-86 

-2261) 2軒目、新潟市ホテノレ湖畔 （025-

247 -3351）です。会員に限り割引などの

サービスが受けられます。（会員証を提示し

て下さい。）

5 探鳥会リーダ一通信の発行

本部の平成7年度事業計画にある「探鳥会

リーダーの育成を目的にした情報誌を発行し

ます。探鳥会を担当される方、今後担当され

そうな方、希望者などに配布したいと思いま

す。現在支部に 20部ほどありますので希望

があれば事務局まで連絡を下さい。
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